
第24回《　　　　ふるさと賞》

贈　呈　式

　と　き　　令和６年 11 月 14 日（木曜日）
　　　　　　午前 10 時 00 分より

　ところ　　中兵庫信用金庫  三田本部
　　　　　　三田市けやき台１丁目４ー３



第 24回
《　　　　ふるさと賞》
贈　呈　式

■ 式 次 第

１．  開会の辞　　　　　　　　

２．  理事長挨拶　　　　　　　　

３．  ふるさと賞の趣旨・選考経緯の説明

４．  表　彰　　　　　　　　　　　

５．  祝電披露　　　　　　　　　　

６．  閉会の辞　　
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ご あ い さ つ

　秋たけなわの候、皆さまにおかれましては益々ご健勝のこととお

慶び申し上げます。

　平素は格別のご支援、ご愛顧を賜りまして誠にありがとうござい

ます。

　このたび、当金庫の営業地域でお仕事や社会活動を通じてご活躍

されている方々に第 24 回目の ｢なかしんふるさと賞｣ を贈らせて

いただき、広くご紹介させていただくことと致しました。

　受賞されました方々に心よりお祝いとお慶びを申し上げ、益々ご

活躍されますことをお祈り致します。

　　　　　　　　　　　　　中 兵 庫 信 用 金 庫

理 事 長
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《　　　　ふるさと賞》　ご受賞者名　（敬称略・順不同）

１.　商工業部門
該当

店舗名
お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

宏 栄 電 線 株 式 会 社 丹 波 市

1950年の創業以来、巻線（マグネットワイヤー）の専業メー
カーとして、自動車・家電製品・通信機器・電力用機器など
の重要部材を提供し、社会生活の広範囲で重要な役割を果た
している。
1982年に製造部門の一部を柏原に移転し、1984年に製造部門
を全面移転している。工場勤務の従業員を地元（丹波市）で
採用しており、産業面だけではなく、雇用面においても地域
貢献している。

医療法人社団青山会 三 田 市

昭和13年に当時、小児科医が不在であった旧三田町の依頼を
受け、田場小児科医院を開業し、以来86年の長きにわたり地
元に根付いた地域医療に貢献している。
現在、小児科、内科、呼吸器内科、形成外科、皮膚科、美容
皮膚科と幅広く診療するとともに、2018年に生涯発達支援セ
ンター「まんかい」を開設し、子どもからお年を召した方ま
で「まんかい」の花を咲かせた人生を歩まれることを願い、
地域住民の生活に寄り添った健康支援と豊かな地域づくりに
取り組んでいる。

柏
　
原

ウ
ッ
デ
ィ
ー
タ
ウ
ン

該当
店舗名

お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

篠 山 春 日 神 社

秋 祭 保 存 会
丹波篠山市

江戸時代から伝わる城下の祭である「春日神社の鉾山」など
の祭礼行事を保存継承している。
1663年に城下の鎮守、篠山春日神社の祭礼に鉾山が最初に登
場し、その後次第に数を増し9基となり、神輿4台も加わり、
さらに文化文政の頃に太鼓みこしが登場し、現在の姿が伝
わっている。篠山春日神社の秋祭は、京都の文化の影響を受
け、雅な面と勇壮さを合わせ持つ。
2017年に丹波篠山市の無形民俗文化財の指定を受けている。

三 木 市 吹 奏 楽 団 三 木 市

1967年に三木中学校OBの吹奏楽団として発足、1970年に三
木市吹奏楽同好会への改称を経て、1972年に現在の三木市吹
奏楽団として正式に発足した。50年以上にわたり定期演奏会
を実施し、三木市だけではなく、近隣各地から幅広い年代の
団員が所属している。
良き市民として、和の精神を以って豊かな情操を養い、音楽
の喜びを分かち合い、三木市音楽文化の発展に寄与すること
を目的とし、音楽活動を実施している。そのため、市の行事
や各種イベントに参加し、クラシックからポップス、歌謡
曲、アニメ等々、様々なジャンルの演奏を行っている。

２. 伝統工芸・文化部門

篠
　
山

三
　
木
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３．ボランティア部門
該当

店舗名
お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

下 野 村 若 人 会 丹 波 市

「地域活性化」「子供たちの健全育成」を主な活動理念と
し、様々なイベントの企画・開催を行い、自治会や子供会等
とも協力して活力ある地域づくりに取り組んでいる。
20代から50代の24名が在籍し、「春日神社　福男福女選び」
「下野村どろんこ祭」「お月見どろぼう」などの行事を開催
している。行事開催に加え、下野村区公道の草刈り、地元河
川や農業倉庫・公民館の清掃、多目的グランドの整備などの
地域貢献にも寄与している。さらに、地元小学校から地域学
習の授業の依頼を受け、子供たちの健全育成にも取り組んで
いる。

ま る っ ち ～ ず 丹波篠山市

2006年の発足以来、「特殊詐欺」「交通安全」等の注意喚起
を漫才形式で犯罪事例をもとに行っている。これまでに1,000
回以上の上演実績となっており、現在も各警察の集い、自治
会、民間企業などの要請を受け、年間50回程度の上演を行っ
ている。
これまでに、兵庫県警察本部長・篠山警察・丹波警察など多
くの感謝状を受領するとともに、兵庫県ボランタリー活動賞
を受賞、丹波篠山市ふるさと功労者の表彰を受けている。

NPO 法人おひさまと

風 の 子 サ ロ ン
福 知 山 市

子育て中の母親が集まって1992年に結成した子育てサークル
が母体となっており、2007年にNPO法人として発足した。
2016年からは子育て支援施設「すくすくひろば」を運営して
おり、楽しい子育てを目指して母親同士の情報交換や悩みの
共有の場づくりに取り組んでいる。
家庭教育支援に貢献したとして、文部科学大臣賞の表彰を受
けている。

人 形 劇 グ ル ー プ

「 た け の こ 」
三 木 市

1982年の発足以来、子どもから大人まで楽しめる人形劇を公
演している。昔話をテーマにした長編物、動物や龍や雷さん
と出会う幼児でも楽しめる話、自分の身体を使った腰人形な
ど、様々な人形劇を製作し、年間20回以上の公演。手作りし
た人形を貸し出したり、公演後、人形とのふれあいもある。
近年、市内で活動している他グループと「みき人形劇の会」
を立ち上げ、三木市中央図書館で月１回、1グループが公演
し、次へ続けていく「三木人形劇リレー」を開始している。
また、災害があった地域へ出向き、地元の人達と交流し、人
形劇を楽しんでもらっている。

春
　
日

丹
　
南

福
知
山

三
　
木
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過去５年間のご受賞者名　（敬称略・順不同）

お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

日 本 紙 器 ㈱ 丹 波 市

㈱ コ ー ユ ー 西 宮 市

社 会 福 祉 法 人 和 寿 園 篠 山 市

2.  伝統工芸・文化部門

沢 田 八 幡 鱧 切 り 祭 り 篠 山 市

一 般 財 団 法 人　 神 楽 自 治 振 興 会 丹 波 市

兵 主 神 社 例 祭 西 脇 市

西 戸 百 石 踊 保 存 会 加 東 市

3.  スポーツ部門

丹波市三ツ塚マラソン大会実行委員会 丹 波 市

田 中 希 実 小 野 市

4.  ボランティア部門

久 須 美 一 雄 丹 波 市

乗竹かわら版をつくってみよう会 篠 山 市

福 知 山 平 安 レ デ ィ ー ス 福 知 山 市

対面音訳ボランティア「つむぎの会」 三 田 市

　第 20回（平成 30年）
お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

㈱ 芦 田 ポ ー ト リ ー 丹 波 市

藤 原 一 次 丹 波 市

㈱ 三 ツ 丸 ス ト ア 福 知 山 市

田 渕 清 彦 篠 山 市

大 城 戸 諒 一 西 脇 市

イ ン ス タ イ ル ㈱ 三 木 市

2.  伝統工芸・文化部門

能 楽 大 倉 流 小 鼓 方　 上 田 敦 史 丹 波 市

棚 原 相 撲 甚 句 保 存 会 丹 波 市

出 井 和 典 加 東 市

3.  ボランティア部門

福 知 山 手 話 サ ー ク ル「 こ づ ち 」 福 知 山 市

宙 を み あ げ て 三 田 市

朗 読 ボ ラ ン テ ィ ア「 む れ の 会 」 三 木 市

　第 19回（平成 29年）
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お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

イ ク ジ ウ ッ ド 株 式 会 社 丹 波 市

医 療 法 人 社 団 矢 持 医 院 多 可 町

畑 末 　 隆 三 田 市

有 限 会 社　 玉 木 新 雌 西 脇 市

田 中 一 之 刃 物 製 作 所　 田 中 誠 貴 三 木 市

2.  伝統工芸・文化部門

金 屋 神 楽 舞 奉 賛 会 丹 波 市

3.  ボランティア部門

朗読ボランティア　「山うぐいす」 丹波篠山市

愛 善 会 三 田 市

　第 22回（令和 4年）

お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

東 洋 資 源 株 式 会 社 丹 波 市

有 限 会 社 萬 半 丹波篠山市

丹 波 開 発 株 式 会 社 丹波篠山市

石 井 　 清 輝 小 野 市

2.  伝統工芸・文化部門

篠 山 ま ち な み 保 存 会 丹波篠山市

蓮 花 寺 鬼 踊 り 保 存 会 三 木 市

3.  ボランティア部門

山 南 町 岩 屋 自 治 会 丹 波 市

小 西 　 喜 代 司 西 脇 市

谷 口 　 功 丹波篠山市

さ ん だ 愛 育 班 三 田 市

　第 23回（令和 5年）
お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

御 菓 子 司 荒 木 本 舗 丹 波 市

長 岡 機 械 ㈱ 丹 波 市

茅 葺 職 人　 後 藤 榮 勝 丹波篠山市

㈲ 大 矢 商 店 神 戸 市

2.  伝統工芸・文化部門

応 地 自 治 会「 応 地・ 蛇 な い 」 丹 波 市

丹 波 市 立 吉 見 小 学 校 金 管 バ ン ド 丹 波 市

多 可 町 播 州 歌 舞 伎 ク ラ ブ 多 可 町

造 形 作 家 　 新 宮 　 晋 三 田 市

3.  ボランティア部門

保 育 ボ ラ ン テ ィ ア「 コ ア ラ 」 丹波篠山市

読 み 聞 か せ の 会「 わ ら べ 」 三 田 市

点 訳 サ ー ク ル「 あ　 い 」 三 木 市

　第 21回（令和元年）


